












































































































てイメ-ジされ ることが詳述 されている｡恐 らく
われわれの家族内での行動はこのイメージに対す









この家族のイメージの上に個 々の父親 イメ-ジ ･
母親 イメージ ･兄弟姉妹 イメージや自己イメージ
が成 り立っていると思われる｡ さらに, この個 々
のイメージの上に各個のイメージ (eg.怪物 ･女の
人･ポニーテールの女の子･喋々etc.)があ り,そのま






























て きたが,この多分 に試行錯誤 的 な試 み に
Tablel 推測の3段階の測定内容





















































ている｡ W M± (H),Cg
② (Per.)< プリマが背中合わせに踊っている｡
(Inq.)足｡これプリマのスカー ト｡手挙げているから｡
2人が手を挙げている｡ W M手 H,Cg
(卦(Per.)< 兎｡怖い兎で牙 (S)をむいている兎｡
(Inq.)耳 (D5)｡ これほっべた (d2)｡ 2′
W FM± Ad
く母)
① (Per.)5′< 鷲｡(Inq.)ここ頭 (d4),ここ羽
(dl)｡(どんな?)中くらいの駕,飛んでいこうとし
ている｡ D FM± A
② (Per.)< 蛙｡(Inq.)ここ目(d5),辛(d2),顔,
身体 (D6),お尻 (D.),足 (d6)｡可愛い蛙｡
D F± A
③ (Per.)鼠｡(Inq.)これ顔 (d4),身体, ここまで
入る｡45′ dr F± A
〔カー ドⅠ〕
く妹)
① (per.)7′の> 軌 (Inq.)ここ触角,赤い点々がい
ろんな模様｡(どんな?)気色が悪い｡小かにも毒蛾ってい
うかんじ｡ W Fc± A
② (per.)i/ ムササビ｡(Inq.)これ手 (d2),凡 これ
鼠 後足はこれ(D2),拡げている｡マントはこの黒いとこ






























んなに大きいから. W F± Tr
⑤ (Per.)< 蝶 ｡々(Inq.)上の部分除く｡なんとかアゲ
ハというアゲハか蝶 ｡々 W F± A
⑥ (per.)< 手と手で語り合っている｡(Inq.)手話で
喋っているかんじ｡唾 (dd)を飛ばしながら話している｡
激論している｡ W,dd M± H
⑦(Per.)< 動物の断面｡(Inq.)このスジスクがスライ
スしたときのに似ている｡黒いところのみ (D3)0





⑨ (Per.)< 熊の凱 (Inq.)鍾,これ熊の足 (d2,d,)｡
これ手｡赤いとこぬいて全部｡熊がのしのし歩いている｡
W FM± A P
⑲ (Per.)< 犬の改,耳,ミルクを吸っている｡(In°.)
犬の耳はここ｡ここ足｡ ミルク吸っている｡小犬みたい｡




これ靴 (d.),胴体 (D6)｡(どんな人?)足 (D5)の一本し




















シマシマ｡1'50" D Fc宇 A
く母)





W M± H P
(参(Per.)∧ 骨盤 (D｡)0(Inq.)恰好から｡解剖図
ではないかな? D F± At
③ (Per.)< 喋々(Dl)0(Inq.)羽が2つあって,
触角,真申のとこ｡形から｡ D F± A P
(彰(Per.)> トンボ｡(In°.)これ目(D4),これ前







胴体,引っかけるとこ (d4),傘 (D3)｡これ火 (d.),






1′30′ W F± Ad
く姉)
(彰(Per.)10′< 犬が外向いて2匹で吠えている














し,のっLと歩いてくる｡ W M± H
② (Per.)> 角｡(Inq.)角 (d｡)と羽 (D3)｡恐竜
みたいにみえる｡ W F± (〟
③ (Per.)> 頭 (d3)の毛を磨かせて女の人 (D2)
が山の頂にひっかかっている｡その女の人のかんじは
夫使O(Inq.)木があって,これ(D4)も入る｡この木
に女の人がくっついている｡1′25′ W M± H
〔カードⅤ〕
く妹)
① (Per.)5'′< コウモリ｡(Inq.)これ頭 (d3),
これ足 (d.),これ羽 (Dl)｡(どんな?)羽の下った黒
いコウモリ｡ W F+,Fm A P
② (per.)> 扶々o(In°.)これ触角 (dJ),これと
これは羽 (Dl),ここ羽の切れ目 (d｡)｡
W F± A P
③ (Per.)< 靴｡(Inq.)これ瞳 (d2),ここ (D.)
は入れるところ｡-イヒール｡30〝 D F± Obj
く城)
① (Per.)5′ 煽幅｡(Inq.)全体で｡頭 (d3),羽
(Dl)0(どんな?)飛んでいる｡ W FM± A P
(勤(Per.)< 手と足を伸ばして柔軟体操をしてい














(dl)がある｡ W FM± 仏) P
②(Per.)< 頭をつけて体操している｡(Inq.)頭と
足 (d2)｡馬みたい｡ dr FM± A
③ (Per.) > 煽幅.陰気なかんじ.明かるくな
い｡大空を飛んでいく｡羽ばたいている｡(Inq.)頭(dl),
触角,羽拡げて,ここ足 (d｡)o大幅蛤｡1′15"





表で毛の生えている方｡ W Fc± AobjP










おじさんの顔,ヒ〆｡ W M± A,Cg
③ (Per.)< 鼻が天狗みたいな人が口開けて文句
言ってる (Dl)0(Inq.)これ口,文句言ってる｡ナイ
ロン卿｡ W M± (班)
⑥(Per.)> イグアナが向い合っている｡(Inq.)こ
の白いとこイグアナの横顔｡ S FM± Ad
⑤(Per.)> 兎.(Inq.)この白い所,これヒゲ,こ
れ口｡杭顔｡ S F± Ad
⑥(Per.)> 手を挙げて,マントを拡げている｡角
を生やしている (dd)｡(Inq.)中の黒いところ｡これ




んで毛のとれそうなやつ｡ W Fc± A
② (Per.)∧ 胞子 (植物)0(Inq.)形から｡春にタ
ンポポの上の方など飛んでいく胞子｡生命力が飛んで








な女の子?)髪の毛が変な形｡ w F± H






女の子｡ W M± H
② (Per.)< ピーターパ ンの ウェソディが向い
合って鏡を見ているのを側面から映した｡(Inq.)メ
ニーテールの女の子と同じとこ｡ W M± (H)
③(Per.)< 犬が上目使いに下を向いている(D2)0
(Inq.)これ耳,臥 鼻,口｡ D FM± Ad
⑥ (Per.)< 豚が外向きに日をつぶって寝ている













耳,口,身体,歯 (dd)｡ D FM± A




から踏んづけられたやつ｡ W Fc± A
G)(Per.)> 犬 (ワンコ)が上に向って飛び上って
いる｡(Inq.)上に餌,目.尻尾,長い可愛いワンコ(犬)0


















D FM± A P
② (Per.)< 象が外向いている(D7)O(Inq.)頭の











れ｡ D,S FM± A






D F± A P
②(Per.)< 蝶 ｡々(Inq.)ピンクのとこ(D2),蝶々
の形｡ D F± A
(診(Per.)> 目がある(S)O先の尖った口｡これ手
ここ昆布 (D4)｡(Inq.)目が小さいから鯨｡海の動物｡




と形から｡ W FC士,Fm Pl
〔カードIX〕
(妹)











(Inq.)鼻,ロ,禄豚｡ D FM士,FC A
③ (Per.)> 象｡(Inq.)このピンクのとこ(Ds),
顔と鼻｡
① (Per.)< 瓢箪 (D,S)0(Inq.)形から,瓢等の形









⑧ (Per.)ハ イチゴミルクの欠永 (Ds)a(In°.)ど
ンクのとこ色が似ている｡ D CF Food
⑨(Per.)< 角のでている可愛い鬼｡(Inq.)ここの
白いとこ,角が尖っている｡ S F宇 (Hd)
⑲ (Per.)< 葉っぱ｡(Inq.)ここのところ青 (緑)

















のとこ4つ球根がある (D6)｡ D F± Pl
④ (Per.)> 象の着ているマント｡(Inq.)象の耳
(D6),マントを着ている (Dl)｡これは足 (D2)｡童
話の中の象｡ W F± A,Cg
⑤(Per.)> おしべかめしべ｡(Inq.)全体がそうい
うかんじ｡性殖器がここ｡ W F± Sex
⑥(Per.)> 蟻が何か掘っている｡殻から生まれた
て｡(Inq.)燈色のとこ蟻 (D2)｡生まれたての蟻｡下
が殻 (D6)｡ W FM±A,Obj
⑦ (Per.)< 小鳥もいる｡(Inq.)チ-コ (文鳥),
足,蟻と同じ場所(DZ)｡足があって留っているとこん




(どんな?)普通の ! D F± A
② (Per.)< 蟹 (D6)0(Inq.)足がでている｡目が
1個しかない｡1個はどこかで取れてしまった｡
D F± A
③ (Per.)< カマキリの顔 (D5)0(Inq.)顔,手o
D F手 A
① (Per.)∧ 狼の疏 (D.)0 (Inq.)これ目(S),こ
れ口,耳｡ D,S F± Ad P











① (Per.)5′< 兎 (D13)0(Inq.)耳,太った兎｡
D F± A
② (Per.)< 頭から日の生えた徴菌 (D3)0 (Inq.)
目,耳,怖い徴菌で足が3本,手が一本ある｡木にし




④ (Per_)< 牛(D6)0(Inq.)牛の免 牛の既,足,
色からみて牛｡ D FC± A
⑤(Per.)< 女の人が泣いている｡泣きながら笛を
吹いている (D9).(Inq.)女の人 これ笛,色が赤と
紫だから泣いている｡ D M±,Csym H,Obj
⑥ (Per.)< 着飾った兎 (D5)0(Inq.)これ兎 (孔
雀にも見える)｡供で着飾っている｡
D Fs Ad




ンに似ている｡ D FM± A
⑨ (Per.)< 眼鏡をかけた人が笑っている｡(Inq.)













の自いとこの形｡ S F± Hd
⑲ (Per.)< 双児のブ-ちゃんが2人向い合って
話している｡(Inq.)⑲と同じ場所o S FM耳 Ad
⑰ (Per.)< 男の人が外向いて大口開けて笑って








人｡(Inq.)ここ (-③)｡ D M芋 H
㊥ (Per.)< 緑虫 (Dl｡)0 (Inq.)色が緑｡
D FC± A
㊧ (Per.)> マントヒヒ｡(Inq.)全体で,ここ日,







ここがお腹｡6′ D F± A
く母)
(》 (Per.) 5′< いろいろ義いている--蜘妹




③ (Per.)> 蚊 (D12)0 (Inq.)小さい羽 2つ,ブ-
ソと飛んでいる｡ D FM± A
④ (Per.)< 孔雀 (D5)0(Inq.)羽拡げて,飛んで
きている｡2匹｡頭,足｡ D FM± A
⑤(Per.)< 目の大きい足のある動物(Dl｡)0(Inq,)
目,足,口,戻,奇怪な動物｡ D F± A
⑥ (Per.)< 喰われているような動物 (D6+D.5)0




















さん｡ D F± H
⑪ (Per.)> 羽を拡げて飛んでいる(D5)｡(Inq.)
D FM± A
















R(totalresponse) 30 W :D 24 6 FC + CF+ C 2 4
76(55) 23:26(8 5) :Fc+ C+C一 5: 2(1 3.5
Rej(Rej′Fail) 0(∩) W % 8033(51) FM :M 4 130:19.(23 7.5)
TT(totaltime) 670141(045) Dd% 014(4) F%′∑F% 57 9325/ 9(40100)
RT(AV.) 2218(90'6) S % 021( ) F+%′∑F十%′R+% 88 928742/63/62(2 89 9
RIT(Av.) 120(87■30) W :M 24 13:19(8 7.5) A % 605(73)
･~RIT(AV.N.C) 128(50"6) E.B ∑C:M l l2.25:19(0, 7.5) At% 30(2)
RIT(Av.C,C) 13.4'20(ll ) Fc+C+ C■:FM 十 m 4 6.52:31(3.5 23) P(%) 7 (23)4 (5%(9 16)
MostDelayed Ⅶ25〝 ⅥⅡ+α+X′R 40% ContentRange 7
Card& Time ⅠⅠ20(Ⅸ 5) 58 0(44) 6( )









































































































































CardNo.誰によって選ばれたか 何カ-ドとして選ばれたか 理 由 コ メ ン′ ト
Ⅰ 柿 妹 カ ー ド 兎に似てる 姉も母も妹を同じイメージ (欝としている)で見ている
母 妹 カ - ド 鬱 としている
ⅠⅠ 柿 dislikedcard グロテスク 姉も母 もⅠⅠカードが嫌い○母は姉 妹もこのカ-ドが嫌いだろう (2人とも自分と同じものを嫌う)と思っているo
母 dislikedcard 嫌なかんじ
母 (推測 )* 妹の嫌 い なカー ド
母 (推測 ) 姉の嫌 い なカー ド
Ⅰ 妹 dislikedcard 血 妹は姉を嫌いなイメ-ジでみているo母は妹が自分(妹)をこんな風にみて ると思っているo
妹 姉 カ ー ド こんな リボンをつけてる
母 (推測) 妹の自己カー ド
Ⅳ 母 父親カード のっしのっしと私の 母は夫をつよい男性イメージで中に入ってくる みている
Ⅴ 妹 自己カー ド 形がととのつていて､一人でポッソとしている( 妹は自分を一人ばっちと思っている
Ⅵ 母 (推測) 妹のみた姉カード 母は妹が姉をこうみていると思っている
Ⅶ 柿 likedcard 表情がいい 姉は自己愛的であるo母 姉が自分(柿)のことを肯定的に判断していると思っているo
柿 自己カード ポヤツとしている
母 姉 カ ー ド なんとなくフワッとしている
Ⅷ 妹 母親カード 色から 妹は母を明かるいと思っているo母 自己愛的である○妹はそれを見ぬいてい O.
母 1ikedcard 明かるい
母 自己カー ド 明かるい
Ⅸ 柿 母親カー ド バラエティーがある 姉は母がバラエティーがあると思っているo母は妹の好きカードを姉 妹のようだと判断していると思っているo
母 (推測) 姉の妹カー ド
母 (推測) 妹の好きなカー ド
Ⅹ 妹 1ikedcard 面白い 妹 .姉ともに父親が好きo母はこのカードを姉が好きだろうと思っているo
妹 父親カード 男の人だから
柿 父親カード バラエティ-がある




CardNo.反 応した人 反 応 内 容 の 見 出 し
I 妹 黒いコウモリ.こわいきつね柿 こわい兎
母 とんでいこうとしている鷲 .ネズミ
ⅠⅠ 妹 毒蛾 .黒いマントを着た男柿 泣いた赤鬼
母 動物の断面 (スライス)
Hl 妹 足の一本しかない人 .リボソのついた/､-柿 踊っている鳥人 .笑っている女の子 .笑っている猫
母 土人 .カマキリ.竜の落とし子
Ⅳ 妹 -ゲタカ.気色の悪い甲虫柿 吠えている犬 .うつそうとした木 .年とつたオパさん.破れグッの大男
母 迫ってくるジアイ7ソツ.角
Ⅴ 妹 黒いコウモリ柿 白 鳥に追っかけられているコウモリ
母 陰気なコウモリ
Ⅵ 妹 キツネの毛皮 .ランの花-柿 ヒゲじいさん
母 ヒゲ羊 .飛んでいく生命力のある胞子
Ⅶ 妹 今にもちぎれそうな兎 .変な髪の女の子 .牛の角柿 ポニー.チ-ルの女の子 .ピーク-パンのウエソデイ
母 飛んでいるポニ-.チ-ルの女の子 .飛びあがっている犬
Ⅶ1 妹 恐竜の骨 .スタンド.冠柿 負 .エソゼルフィッシュ.ヒドラ.トウシューズで立つてるバレリーナ
母 小熊 .ピンクの蝶 .目の小さいクジラ.明かるい花
ⅠⅩ 妹 豚みたいな熊の首柿 笑って る魔法使い .笑いあっている悪魔 .駆けてるトラ
母 生まれたての蟻 .チ-コ(小鳥)
















































































































を与 えず に 自由に推測 して もら う段 階 (free
responseの段階),②反応内容(何をみたか)のみ教









































l l l l l ｣




段 階 妹への推測率 姉への推測率
i) freeresponse(推 測) 90* 99
i) suggestion(暗示 .ヒント) 23 41
ii) explanation(説 明) 3 22
*単位は% ･数値は各段階で一に評定されたものである｡
Table6母子同質性指標(SMC)の得点スケ ルー 算出のためのスコアリングのスケールを示した｡
ボイン′ト ス ケ - ノレ
5 完全に同じ反応であるo e.g.母,千:蝶々が飛んでいる○(カードⅠ)
4 一致していないが似ているo(例えは2つとも平凡反応である) e.g.母:蝶々,千:蛾(カ-ドⅠⅠ)バイオ1)ソ,千 :三味線(カードⅥ)蝿の顔,千 : マキリの放 - 1Ⅰ
3 部分的に一致してお e.g.母:女の子が2人で話しているoり,一致している部 千 ポニーテールの女
分が大きいo の子が岩の上に乗っているo(カードⅦ)
2 部分的に一致しているが,いまだ一致していな 部分が大きいo e.g.母:鳥が話し合っているoその間を蝶々が飛んでいる○千 2人の人 が太鼓を叩いて その間を蝶々 飛んでいるo(カードⅠ1)











































































































































































































験者 とし,その母親にそれぞれの子 どもの ロール
シャツ-反応を推測 (判断･受容)してもらった｡
この一連の手続を ExchangeRorschachMethod
(交換 ロールシャツ-汰 :ERM と略記)と名づ け
た｡
さらに,母子 3人の各被験者に父親 ･母親 ･自
己 ･姉妹 ･好 き嫌いカー ドを選 ばせ,その他 に新
しい試み として,母に,2人の子 どもが どのカー
ドを上述 の カー ドとして選 んだかを推測 して も
らった｡ この結果か ら, この家族固有の家族力動
が明らかになった｡
次にERM による,母の子 どもの反応に対す る
推 測 (推測率)の よ さ と母子 の 同質 性 (SMC-
SimlarityofRorfX:hachResponsesbetweenMother
andChild)を指標化 し, この結果から,妹,姉 と
母のそれぞれの母子間に固有の母子関係が分かっ
た ｡
考察 の結 果, この母子 においては(丑推測率 と
SMCが母子間の より意識的な関係の側面 を測定
し,②選択 カー ドは家族間のより無意識的な部分
を測定 してい ることが示唆 された｡
イメージにはい くつかの階層があ り,感覚的 レ
ベル ･言語的 レベル ･社会的 レベルが区別 される
ように思われ る｡本稿の家族 において,推測率 ･
SMCはよ り感覚的で主観的なイメージの レベル













































18) 岡田 晋 :映像一人間とイメージ-.実術出版社,
1969.
-63-
